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『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
－
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
一
一
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
…
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
絆
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
上
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
1
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
…
タ
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
記
「
補

　
足
」
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て

　
添
付
す
る
こ
と
。

◇
図
版
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の

　
〈
図
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す

　
る
こ
と
。

注
意
”
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活
字

　
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
～
部

　
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

送
り
先
一
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
｛
↑
会
2
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
C

　
D
－
R
、
C
D
I
R
W
の
い
ず
れ
か
の
メ
デ
ィ

　
ア
に
保
存
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

　
ワ
ー
ド
、
　
～
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

ソ
フ
ト
（
H
躍
口
ω
葺
草
。
【
や
℃
『
0
8
讐
。
℃
な
ど
）

や
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認

を
す
る
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

　
こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
m
㎜
×
珊
㎜
（
キ
ャ
ブ

　
シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

　
4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

　
す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

　
ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

　
こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

　
め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

　
の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

　
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

　
書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

　
タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

　
け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す
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る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

　
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

　
に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

　
合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

　
す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と

　
が
あ
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

　
を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る

　
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
　
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
（
二
〇
〇
九
年
一
一
月
　
一
七
日
～

　
　
　
　
　
二
〇
〇
九
年
＝
｝
月
四
日
）

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
一
八
－
一
〇

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
三
九

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
六
一

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
社
会
科
学
論
集
（
茨
城

　
大
学
人
文
学
部
）
四
八

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
　
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
…

　
シ
ョ
ン
学
科
論
集
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
）
七

九
州
国
際
大
学
経
営
経
済
論
集
（
九
州
国
際
大
学

　
偲
腔
洛
旧
学
ム
筑
）
　
一
山
バ
ー
一

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
四
九
－
二
・
三
・
四
合
五
号

大
谷
大
學
史
興
論
究
（
大
谷
大
重
文
興
部
史
筆

　
科
）
一
四

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
理
会
）
七
九
九

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
九
三
巻
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
今
号
も

読
み
ご
た
え
の
あ
る
藩
論
が
揃
い
、
私
自
身
、
一

読
者
と
し
て
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
え
ば
「
惣
無
事
令
」
論
の
形
成
そ
れ
自
体
が
、

あ
た
か
も
ひ
と
つ
の
歴
史
の
よ
う
に
複
雑
な
過
程

を
辿
っ
て
い
る
点
（
藤
井
論
説
）
は
特
に
面
白
く

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
潮
流
に
合
わ
せ
、

尊
王
受
認
の
思
想
も
巧
み
に
組
み
込
み
つ
つ
真
宗

の
有
用
性
を
主
張
し
た
『
仏
法
護
国
論
賑
（
上
野

論
説
）
、
拓
駿
の
貴
種
性
・
正
統
性
を
示
す
た
め

に
行
わ
れ
た
『
魏
書
』
序
紀
の
様
々
な
門
辻
褄
合
わ

せ
」
（
吉
本
論
説
）
、
財
源
の
強
化
と
い
う
政
治
的

な
目
論
見
を
内
包
し
つ
つ
、
教
会
の
霊
的
刷
新
を

掲
げ
て
推
進
さ
れ
た
三
舞
化
（
小
野
ノ
ー
ト
）
な

ど
に
は
「
昔
の
人
も
い
ろ
い
ろ
考
え
る
も
の
だ
な

あ
」
と
感
心
す
る
と
と
も
に
、
丹
念
な
史
料
の
読

み
込
み
に
よ
っ
て
そ
れ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い

く
さ
ま
に
非
常
な
痛
快
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
皆
様

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
　
（
田
中
裕
介
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
鐸
壱
ミ
乏
芝
壽
。
。
■
慈
．
営
・
な
＼
し
・
汀
＼
一
巳
Φ
×
．
欝
邑

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

壷
。
。
籔
嬰
語
翻
定
璽
、
一
δ
○
円

史
　
林
　
第
九
三
巻
第
三
号
（
通
巻
第
四
八
冨
写
）

　
　
　
京
都
市
左
東
区
古
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
眺
A
踊
（
・
七
五
）
七
五
三
出
夫
七

発
行
人

印
刷
所

胃驚
印．．t一　〇学

刷楽藤6

緯井押
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